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小平市地域包括ケア推進計画（高齢者保健福祉計画・第７期介護保険事業計画）の概要 

 

１ 計画策定の背景 

平成２７年の国勢調査では、小平市の人口は約１９万人に対し、高齢者人口が２２．

２％の約４万２千人で、そのうち、介護等の支援が必要となる可能性が高くなる７５歳

以上の人口は、約２万１千人となっています。 

小平市の推計では、団塊の世代が７５歳になる２０２５（平成３７）年には、７５歳

以上の人口が約２万７千人に増加することが見込まれています。 

 

２ 地域包括ケアシステムの構築 

超高齢社会の到来により生じる、一人暮らし高齢者・高齢者のみの世帯の孤立化や認

知症高齢者の増加、介護する家族の負担増加や高齢者虐待などの問題に対応し、高齢者

が可能な限り住み慣れた地域で、尊厳を保持しながら自立した生活を続けられるように

するため、「医療・介護・介護予防・住まい・生活支援」が身近な地域で一体的に提供

される仕組みである「地域包括ケアシステム」の構築が必要とされています。（裏面参

照） 

 

３ 計画の期間 

計画の対象期間は、平成３０年度から平成３２年度までの３年間とし、団塊の世代が

７５歳になる２０２５（平成３７）年までを見据えた見通しを示しています。 

 

４ 基本理念 

  「住み慣れた小平で、いきいきと笑顔で暮らせる地域社会をめざして」を基本理念と

して、本計画の基本理念を具体化していくため、３つの基本目標を掲げ、９つの施策に

沿って、地域包括ケアシステムの構築に向けた取組を総合的に推進します。 

 

５ 基本目標及び施策 

  ＜基本目標＞ 

 （１）地域でお互い支え合い、誰もが暮らしやすいまちづくりへの支援  

（２）いつまでも、自立した、生きがいのある生活の支援 

（３）高齢者のニーズに応じたサービス提供の充実 

 

  ＜施策＞ 

 （１）地域づくり・日常生活支援     （６）介護予防・健康づくり 

 （２）見守り体制の充実         （７）権利擁護の充実 

 （３）認知症施策の推進         （８）介護サービスの充実と給付の適正化 

 （４）在宅医療と介護の連携の推進    （９）安心できる住まいの確保 

（５）社会参加の促進    

平 成 ３ ０ 年 ７ 月 ５ 日  

小平市介護保険運営協議会

資 料 ３ 
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いつまでも元気に暮らすために･･･

生活支援・介護予防

住まい

地域包括ケアシステムのイメージ図

■在宅系サービス：
・訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護
・短期入所生活介護
・24時間対応の訪問サービス

等

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅等相談業務やサービスの

コーディネートを行います。

■施設・居住系サービス
・特別養護老人ホーム
・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護

等

民生委員・高齢クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

病気になったら･･･

医 療

介護が必要になったら･･･

介 護

システムの円滑な推進に向けた支援、
関係者間の連携促進を図ります。

・市役所

病院：
急性期、回復期、慢性期

日常の医療：
・かかりつけ医、有床診療所
・地域の連携病院
・歯科医療、薬局 通所・入所通院・入院

認知症の人

※ 地域包括ケアシステムは、おおむね３０分以内に必要なサービスが提供される 
日常生活圏域（具体的には中学校区）を単位として想定しています。 


